
SS-MIX2標準化ストレージと拡張ストレージ 

格納されるデータタイプ 
患者IDの４～６桁が同一の患者のフォルダー 

標準化された 
診療情報交換に関わる情報 

標準化ストレージ ルートフォルダー 

患者IDの先頭３文字が同一の患者のフォルダー 

患者IDの患者のフォルダー 

診療日のフォルダー 

データ種別 

拡張ストレージ ルートフォルダー 
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データ種別 

任意データファイル群 

各種データファイル群 

SS-MIX2ストレージ 

テキスト エクセル 

各社電子カルテ 
（専用データベース） 

標準化ストレージ 

拡張ストレージ 

格納されるデータタイプ 

直接システムから
ディスクに書き込む。 

ＩＳＯ２７９３１ 
 （HL7 v2.5）準拠 
国際標準ファイル  

種々のXML ISO27931 (HL7CDA-R2) 

あらゆる形式のデータファイルを格納することができるため、取り決めをするだ
けで柔軟な医療文書にすべて対応できる格納庫 

患者基本情報 
アレルギー情報 
処方、注射 
検体検査結果 
入退院・外来受診 
食事オーダ 
放射線・生体検査オーダ 
内視鏡検査オーダ 

電子カルテ 

システムに内蔵 

データ形式標準化 
コード標準化 

Courtesy: Dr. Kazuhiko Ohe, The University of Tokyo Hospital  

画像等 
何でも可能 



ばらばら規格の各社電子カルテのデータを 
交換・多目的に利用するための標準化データ格納装置  

SS-MIX2標準化ストレージ  

電子カルテ 

システムに内蔵 

SS-MIX2標準化ストレージ 

各医療機関 

患者基本情報 
アレルギー情報 
処方、注射 
検体検査結果 
入退院・外来受診 
食事オーダ 
放射線・生体検査オーダ 
内視鏡検査オーダ 

HL7 標準化 
コード標準化 

格納されるファイルはすべて国際標準規格 
ISO IS 27931 （ HL7 v2.5 ）に準拠、多くは厚生
労働省標準規格であり、JAHIS（工業会）標準。 

Courtesy: Dr. Kazuhiko Ohe, The University of Tokyo Hospital  



あらゆる種類の医療データファイルを 
SS-MIX2拡張ストレージに格納できる 

（SS-MIX2拡張ストレージガイドラインより） 

Courtesy: Dr. Kazuhiko Ohe, The University of Tokyo Hospital  



SS-MIX標準化ストレージ導入病院 ８４４病院 
                        （SS-MIXコンソーシアム調べ 2015.3） 
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電子カルテの相互運用に適用可能
なさまざまな標準とレイヤー（階層） 

標準病名コード 
標準医薬品コード 

（HOTコード） 
臨床検査項目コード
（JLAC10コード） 

・・・ 

ISO27731 (HL7 v3RIM)：参照情報モデル 

ISO27932 (HL7CDA-R2)：医療文書記述仕様 

                        (レポート等) 

ISO27931 (HL7 v2.5)：情報交換 

                  メッセージ仕様 

HL7FHIR:相互運用効率化 

ISO 13606-1: 参照情報モデル 

ISO 13606-2: アーキタイプ交換仕様 

ISO 13606-3: 参照アーキタイプ 

                    と用語リスト 

ISO 13606-4: セキュリティー 

ISO 13606-5: 情報インタフェイス仕様 

ISO/HL7 ファミリー（北米、アジア、欧州３７カ国） ISO 13606 ファミリー 
          （欧州、豪などｘｘカ国） 

WHO ICD10分類 
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Courtesy: Dr. Kazuhiko Ohe, The University of Tokyo Hospital  



HL7 Family (ISO27931, 27932 etc.)は 
３７カ国以上で使用されている（HL7支部のある国のみ） 

Courtesy: Dr. Kazuhiko Ohe, The University of Tokyo Hospital  


